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エンジニアという職業を語ろうPJ

「テクノ未来塾」は、
・1997 年設⽴、2002 年特定⾮営利活動法⼈（内閣府認証）
・広く科学技術に関⼼ある⼈が集い、

技術・研究開発の問題点を共有し、議論を通じて新たな視点を得る
業界・学会・専⾨分野を超えたネットワークを通じて、相互啓発する
豊かな未来社会の実現に向けた活動を通じて、⾃らの⼒量を⾼める

を⽬的とした事業を⾏っています。
URL： http://www.techno-miraijuku.com/
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NPO 法人 テクノ未来塾 エンジニアという職業を語ろう PJ 

 

鉄つくりを支えるサイエンスから振り返る 

 

日鉄住金テクノロジー株式会社 福井 清

 

西宮北高等学校の皆さん、 こんにちは、初めまして。福井 清といいます。 

私は、1985 年に住友金属という鉄を作る会社に就職し、鉄の研究と開発から製鉄所での仕事、

化学メーカーに移って電子部品の研究と開発から製鉄所での仕事、そして今、ここまで得てきた

知識と経験と技術を活かして、モノづくりの企業の皆さんへ、開発や調査のお手伝いをしていま

す。 

 

皆さんの身近にある鉄ってなんでしょうか？ 車、電車、鉄橋、高速道路、いろいろな交通を支え

ています。おうちではどうでしょう？冷蔵庫、洗濯機、テレビ、エアコン、気づかないかもしれません

がそこに鉄があります。大学からを含めると、ものづくりに取り組んで 40 年近くなりました。まだま

だ、新しい研究や現場の仕事にわくわくする毎日です。 

 

さて、今日は理系の授業に取り組み皆さんに、受験の目標、不安、大学生活、さらにその向こうの

将来のイメージを、古くなった経験ですが少しお話ししてみます。  

 
（略歴） 

1978：和歌山県立橋本高等学校卒 

 1979：早稲田大学理工学部入学 

 1983：   同 卒業 

 1983：早稲田大学大学院理工学研究科入学 

 1985：   同 修了 

 1985：住友金属工業入社(鋼管製造所～鉄鋼技術研究所～和歌山製鉄所) 

 2000：学位取得・博士(工学)早稲田大学⇒住友金属工業退職 

 2001：昭和電工移籍(圧延品事業部・開発部～製造部) 

 2007：昭和電工アルミ販売加工センター長 

 2008：住友金属テクノロジー 移籍   

 2019：現在 新日鉄と合併により日鉄住金テクノロジーという名前になった会社で部長 
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NPO 法⼈ テクノ未来塾 エンジニアという職業を語ろう PJ 

エンジニアの仕事 〜半導体製造装置の場合〜 

東京エレクトロンテクノロジーソリューションズ（株） 中⾕ 康雄
 

⻄宮北⾼等学校の皆様へ 
 みなさん こんにちは、中⾕ 康雄です。 
 私は、1989 年にバブルの頃に社会⼈となり、⼯学部修了として当然のごとくエンジニアとなりました。 
 電気⼯学を専攻したといっても、それがどこでどんな役に⽴つのかわからないまま半導体製造技術に携わりました。 
ちょうど⽇本の半導体産業の全盛期です。 

後には縁があって、製造装置を使う側から製造装置を作る側に転職をしました。途中で⼀時期太陽電池事業に 
移った時期もありましたが⼀貫して半導体業界にいます。 

今になって思い返すと半導体がいかに世の中を変えて⾏ったかが良くわかります。 
半導体は私⾃⾝も学⽣のころはよくわかりませんでしたというのが正直な所ですので、少しでも役に⽴てるお話ができれば
幸いと思っています。 

 
（略歴） 
1989 年 3 ⽉  ⼭梨⼤学⼤学院電気⼯学科修⼠課程修了 
1989 年 4 ⽉〜 三菱電機株式会社 北伊丹製作所勤務  半導体製造技術 
2003 年 4 ⽉〜 ルネサステクノロジ（株）に承継転籍   半導体製造技術 
2006 年 4 ⽉〜 東京エレクトロン（株）に転職  半導体製造装置技術 
2009 年 4 ⽉〜 太陽電池事業へ異動  太陽電池製造装置技術 
2014 年 10 ⽉〜 SPS 部⾨へ異動  半導体製造装置マーケティング 
2017 年 4 ⽉〜 東京エレクトロン⼭梨（株） 要素開発室へ異動  半導体製造装置技術 
2017 年 7 ⽉〜 社名変更 東京エレクトロンテクノロジーソリューションズ（株）  
2018 年 7 ⽉〜 組織変更 プロセス開発部 第３グループ 現職 
 
（説明資料抜粋） 
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「化学工学エンジニアの仕事紹介」 
 

古河電気工業（株） 折田 伸昭

 
私は大学で化学工学を学び、会社に入ってからは主に、熱／流体、反応工学の知見を基

にした製造プロセスや製造装置の開発、新製品開発の支援等を行ってきました。古河電工

は、「メタル」、「フォトニクス」、「ポリマー」の 3 つの素材力を核として、情報通信、エネ

ルギーのインフラ分野、自動車部品や電子部品の電装エレクトロニクス分野を中心に多岐

にわたる製品を展開していますが、いずれも皆さんの目には直接触れることが少ない製品

です。その中から、光ファイバ、銅箔の二つの製品とその製造工程を紹介し、高校で学ぶ

物理や化学、数学が、エンジニアとして働く上でどのように役立っているかを、クイズも

交えながらお話ししたいと思います。 
製品がどのように作られるかは講義の中でお話ししますので、ここでは光ファイバと銅

箔に興味を持ってもらうために、その開発の歴史について簡単に紹介します。 
 
光ファイバは、インターネットを中心とした現代の情報通信ネットワーク社会を支える

根幹部品の一つです。その実用化開発が本格的に始まったのは、1966 年に英国の Kao 博士

らが不純物を除去した石英（シリカ）ガラスを使えば光ファイバ通信の可能性があるとい

う論文を発表したのがきっかけでした。1970 年には米 Corning 社が OVD（Outside Vapor 
Deposition）法により初めて実用的な低損失のシリカ光ファイバを開発しました。（この開

発を行った Corning 社の 3 人の技術者は、2000 年に当時のクリントン米大統領からメダル

を授与されています）その後、1974 年に米 AT&T ベル研が MCVD（Modified Chemical 
Vapor Deposition）法で極低損失のシリカ光ファイバを開発し、日本でも 1977 年に NTT
を中心に VAD（Vapor Axial Deposition）法を開発し、世界トップクラスの極低損失シリカ

光ファイバの開発に成功します。このようにして 1980 年代から光ファイバの商用化が始ま

り、1990 年代後半からのインターネットの普及と共に光ファイバ通信は世界中に広がって

いきました。1990 年代は普及と共に価格の下がる光ファイバを、低コストで量産するため

の生産技術開発と設備投資を同時に行っていた時代で、入社直後から事業の命運を握るよ

うなプロジェクトに何度も関わり、鍛えられました。このような経験を通じてエンジニア

として成長できたことは幸運でもありました。2001 年には古河電工が米 Lucent 社の光フ

ァイバ部門を買収したことで、海外の技術者との交流も増えました。 
 

電子部品を実装するプリント基板の回路に使用される銅箔を硫酸銅水溶液の電気分解によ

り製造する技術は、1950 年代後半にアメリカから導入され日本での製造が始まりました。

電解銅箔は回転する電極ドラム上に銅を電着させ、これを剥ぎ取りながら連続的に巻き取

って製造されます。電極ドラムに接する面は平坦になる一方、反対面は銅の結晶成長に伴
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